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猞
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雜
錄
チ
ュ
ー
ド
ル
、スチェァ

1
ト
兩
朝
に
於
け
み
工
業
改
艰

一
四0

r
'^
に
、
彼
の
.

M
i
l
l

觀
が
あ
る
。：彼

はMill.

,を
輕 

.蔑
し
て
、
粗
學
の
變
節
漢
ビ
し
.た
。
即

ち

§
1
1

は 

B
e
n
t
h
a
m

の
信
條
を
拋
棄
し
：て
、C

O
I
e
r
i
d
.

の
喟
® 

を
解
說
し
て
居
るo c

olelidge

の
神
秘
論
は
、Bo

w
r
i
n
g

 

.

:
の
到
底
理
解
し
雛
き
所
で
あ
つ
.て
、
其
特
色
も
空
虛
な 

.
雄
辯
の一

大
流
出
に
過
ぎ
な
い
0
夫
れ
に
は
何
の
意
義 

.
も
な
，い。從
て
譲

r
が
近
頃
唱
道
し
て
居
る「

想
像」

 

(
i
m
a
g
F
t
i
s
)

は
、B

o
w
r
i
n
g

 :

を
®
ま
せ
る
こ
€
紗
少

で
な
.い
°
.

_
は
>

»
て
非
■

力
强
い
哲
學
者
で
あ 

っ
れ
が
、
ミ
0

&

|

&-:
を
讀
ん
.で
頭
を
鈍
ら
^
れ
、

:

，
爾
來
詩̂
哲
學
ど
を
結
合
し
や
ぅ
ど
，云
ふ
奇
妙
な
昆
亂 

わ
陷
つ
て
居
る
ど
，
：

B
ow

ring

は
餺
倒
し
た
。

(ib
:d,

P
.
S

)

:

.此
日
迄
が
、

一
八
四
〇
年
の
白
記
中
に
；P
Oド
女
史 

の
、
^
1
1に
關
し
て
敍
述
し
介
«
て
ぃ
あ
る
0
私
は
、

11
に
ー
‘八
四
ー
年
以
後
の
女
史
の
日
記
を
尋
ね
て
：、
本 

#
を
結
ぶ
.こ
：ビ
ビ
す
，る
'
o

H

乾
蒙r

發
替̂

^

-

-
フ夸 _
_
_

チ
ユ

ル

"

ス

チ

ュ

ア

ト

兩

朝

に

於

け

る

エ

業

政

策

(

三)

五

旣
に
ダ
ム

高

壽

の
述
べ
た
る
如
く
、
近
世
專
制
君

:
中
國
は
資
本
主
義
的
利
益
即
先
づ
第
一
に
資
本
主
義
的 

エ
業
及
對
外
的
賀
易
の
進
涉
者

€
な
9
補
助
满̂
な
& 

た
る
が
 
>
特
に
當
時
の
甚
本
T
;業
た
り
し
毛
織
物
工
業 

マ
に
つ
い
て、.近
世
英ri
l
に
於
け
る
最
始
の
對
外
的
大
収 

?
た
るMerchant  

A
dventurers

に
ょ
る
賀
易
の 

發
達
ど
共
に
他
の
機
會
に
於
て
略
述
し
た
る

Z
ビ
あ
れ

ば
^
に
は
エ
リ
ザ
、
へ
ス
朝
時
代
の
工
業
組
織
ょ
、
述 

V

る
0:

ェ
リ
ザ
.

V

ス
朝
時
代
に
於
け
る
新
經
濟
事
情
の
本
質

は
貨
物
の
生
產
的
職
分
ど
.分
配
的
職
分
の
分
離
に
在 

'る
;。
大
エ
業
.を
し
て
遠
|^
の
.市
.場
と
膜
觸
せ
し
：む
_る
に 

必
要
な
る
經
營
能
ヵ
は
益
/>
一
 

の
商
人
階
級
に
ょ
り
て 

行
^
れ
、
親
方
エ
匠
は
生
產
の
遂
行
に
の
み
琪
心
す
る. 

こ
さ
V
な

つ
た
。
斯
く
て
工
匠
が
厭
皁
消
费
者
ビ
直
接■ 

相
接
觸
せ
す
し
て
、
由
已
の
商
品
成
は
仕
事
に
對
す
る 

市
場
を
發
a
す
る
に
、
商
人
成
は
ま
接
雁
主
ビ
し
て
の 

.利
介
洛
の
資
不
に
依
龇
す
る
に
到
れ
る 
一W
ど
は
、

エ
リ 

ザ
べ
':
ス
朝
以
後
、

r 

ス
ー
：世
時
代
に
到
る
諸
記
；
 

錄
に
多
さ
、
(!
)
都
市
，工
匠w

其
都
市
郊
外
の
X

E
ど
の 

間
o
⑶
同
-エ
業
に
關
す
る
1
一
個
の
，組
合
の
間
o
'(3
)
同
組
' 

合
内
に
於
け
る
工
業
的
刺
益
：及
，商
業
利
益
を
代
表
す
る 

一一：階

;®
?
の
間
に
於
け
る
a

ベ
■て
の
紛
_
の
背
後
に
橫
は 

る
液
本
的
«'
濟
哥
情
.で
，ぁ
，..る.
。
'

-

- 

而
し
て
、H

タ
ザV

ス
：朝
以
後
の
工
業
組
織
の
變
遷 

は
，ロ
ン
'ト
ン
に
於
け
る
大
組
合
を
®
り
て
其
組
織
を
檢 

す
る
を
•
&
當
ビ
す
る 
ノ
*
に C

l
o
t
h
w
o
r
k
e
r
V
C
o
m
p
a
n
v

筇十
七盤

(

八

3

雜
綿

：

チ
XX
.丨

の
記
録
は
其
當
時
の
代
表
的
組
合
の
組
織
作
用
の
完
全 

;.
な
る
說
明
を
與
へ
る
r°
:

同
，組
合
中
に
て
.分
^
る
ベ
き
三
個
の
主
た
る
階
級
が
あ 

る
o
第
一
は
洗
張X
、
仕
上
工
等
の
親
方
エ
E
よ
り
成
：
 

K
y1

般
に
他
の
組
合
員
R
よ
つ
てM
傭
せ
ら
る
る
も
、

.
斯
る
業
の
な
き
時
は
、
此
ー
ー
か
の
資
金
或
は
徵
用
を
衔
す 

る
も
の
は
織
物
を
購
入
し
、
之
に
手
を
加
へ
て
商
人
に 

賣
却
す
る
こ

VJ

も
あ
るP
第
二
の
階
級
の
も
の
は
、
田 

舍
の
機
業
家

C
Q
Othier)

よ
K

未
成
品
の
織
物
を
買 

入
れ
冼
張

H

、
仕
上
エ
等
を
腐
ひ
て
之
を
仕
上
げ
、
之 

を
輸
出
商
人
に
賣
却
す
る
を

«
業
«
す
るMerchant  

em
ployer

で
あ
る
。
第
三
は
之
等
、
旣
製
の
織
物
を
輸 

:出
に
向
く
る
商
人
で
あ
る
。

右
の
三
階
級
を
以
て
同
組
合
全
員
を
盡
し
た
る
も
の 

に
列
す
.
他
に
多
く
の
小
賣
商
も
存
社
す
る
も
之
は®

:<
措
き
以
上
の

一

一
ー
階
級
が
如
何
な
る
利
«
關
係
に
立
つ 

か
を
見
た
い£.思
ふ
。

h

T
I
ト
兩
朝U
!
け̂H

業

政

俄

第

近

虢

！§rr
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笫
十
七
卷(

八
-
J
M

)

雜

錄

チ

ユ

ー

ド

'

ク

.
輸
出
貿
易
に
織
物
を
供
給
す
る
商
人
の
抓
®
は
殆
ど 

Merchant Adventurers 

の
商
^
^j 
司
一
こ
し
て
、

？！

-
ン
ド
ン
の
織
物
エ
業
^
同
じ
く
地
方
の
織
物
エ
業
ょ
ぅ 

も
多
く
の
利
益
を
得
べ
く
、
.又
仕
上
げ
ら
ル
た
る
織
物 

の
取
引
は
未
成
の
織
物(Unfinishgd d

o
t
h
)

の
貿
，易
ょ 

b
も
少
な
き
を
以
て
前
者
に
對
す
る
！g

要
の
不
振
な
る 

畴
、
後
渚
に
其
注
意
を
轉
す
る
に
到
る
ベ
き
は
自
然
の 

.
こ
ビ
で
め
っ
た
。
從
て
之
等
の
同
紺
合
中
の
富
裕
な
る
: 

人
ぶ
が
、
H

E
の
利
益
の
た
め
に
仕
上
げ
ざ
る
織
物
の 

輸
出
を
制
限
せ
る
法
雜
を
、
，犯
せ
る
の
疑
を
被
り
し
-」 

ミ
は
理
由
な
き

こ

ご
で
は
な
か
っ
た
：.
°
此
利
害
.の
衝
突 

ー
は
^
に
早
ぐ
激
爭
^
生
せ
し
^
だ
る
も
ば
組
合
^
の
、
：
' 

.
仕

：上

げ

の

た

め

に

地

方

の

織

物

を

|«
入

す

る

を

業

ビ

す
 

る
商
人
階
級
は
、
他
：の
事
件
に
關
し
て
其
肝
格
は
時
に 

姐
し
き
も
の
あ
る
も
、
ft
問
®
に
：っ
い
て
は
大
體
に
於 

て
其
の
M
傭
す
る
小
親
方
ェ
眩
ど
意
向
を
共
に
し
た
に 

相
違
な
.い
'0

チ
H
T丨
ト
雨
朝
！1

於
け
る
丁
；業
政
策 

笫

艽

號

一

四

. 一j

同
組
合
中
に
於
て
最
も
小
な
‘る
親
方
工
匠W

最
も
大 

な
る
資
本
家
£
の
間
に
は
、
商
人
及H

業
家
の
職
分
を 

種
タ
な
る
割
合
に
於
て
有
す
る
中
間
的
階
段
存
狂
す
ベ 

き
も
、
同
組
合
中
のH

業
的
要
素
は
殆
ざ
完
，全
に
小
親 

I,

力
.H

E

S同
一
に
歸
しY

e
o
m
a
n
r
y

の
班
に
落
ち
、
最

I
.

早
其
自
ら
の
階
級
の
役
員
を
有
し
得
'ざ
る
も
の
ビ
な
つ

.;

た

。
.

—

:
第
十
五
世
紀
の
前
半
に
於
け

V

總
べ
て
の
ベ
？ 

.

3

1
の
團
體
は
主
ヒ
し
て
巡
囘
職
人(journeyman)

及
雇
人
?r

v
i
n
g
-
m
s
;
-

ょ
h
成
6
た
る
こv

疑
な
さ 

:

如
く
パ
亦
第
十
六
世
紀
の
後
半
に
於
け
る
Kl
o
l
a
a
n
r 

..
:
の
幽
體
は
主
€
し
て
斯
く
の
如
く
組
織
せ
ら
れ
ず
、
大
.
:

一
多
數
の
場
合
殆
ど
少
し
も
巡
囘
職
人
の
利
益
を
代
表
せ

V 

ざ
り
し
こ
ど
も
等
し
く
何
等
の
疑
を
容
れ
な
い
。
此
時 

代
に
於
.け

るY
e
o
i
r
a
n
r
y

の
伍
班
は
小
歷
主
、
小
贿
へ 

ょ
ぅ
成
り
/
彼
等
を
支
配
す
る
が
た
め
に
選
任
せ
ら
れ 

^

s

s

s

c

w
p.
r
d
e
n

)

は

組

合

中

の

富

裕

な

る

：
組

<
&
員

^
2し
て
、
此
下
位
の
任
^
«:
す
に
よ
$
て

^
<;
€
1
た̂
の
險
級
の
み
に
限
り
、
每
年
四
人
の
巡
亂
職
人
を
線
督 

b

;#
る
め
資
格
を
#
ん

^
す
る
者
：で
あ
つ
た
。：實
.に

者

(
w
a
r
.
d
s
)

 

S
し
て
選
任
せ
ん
こ
ビ
が
提
議
せ
ら
れ 

■
Y
e
o
m
a
n
r
y

の
階
級
は
組
合
の
首
®
部
た
る
：L

i
v
e
r
y

て
■

る
。
然
る
.に
エ
タ
ザ
ベ
ス
の
治
世
に
あ
る 

一
3£
s 

の
資
格
あ
る
者
以
外
の
組
合
員
：の
大
部
分
，/

」

一：般

に

同

九

年

の

8£
«
は
、
巡
闾
職
人
は
最
早
、
旣
に
徐
{
に
殆 

:}Kru

れ

る

に

至

っ

一
 

ど
全
手
工
業
者
即
广
支
配
®]
體
の
商
業
的
利
益
に
相
反
;, 

ざ
るT

か
ら
ざ
る1

階
段
に
：し
て
、
®
て
ニ
個
の
®
だ

\
:

對
す
る
工
業
的
小
親
方
H

K
ど
同
一
な
る
も
の
ミ
な 

> 
丨
'

:異
れ
る
要
素
、
即
高
き
地
位
：に
進
む
べ
き
者
及
然
ら
ざ
.1:

し

Y
e
o
m
a
n
s

.

:
' :
:
!
'
:■

.

.

.

.

.

.

 

:一 
：
一
 

.

る
者W

よ
り
成
る
ノ
共
驵
の
刹
^
を
有
す
る
繼
績
的
幽
:
を
示
す
。
同
苹
のY

e
o
m
a
n
r
y

の
四
名
の
監
督
者
は
商

‘■

:

> 

》

：： 

.

.

.體
皮
し
て
の
：

Y
e
o
m
a
n
r
y
(

，
を
形
成
す
る
者
は
後
者
に
人
に
し
て
、
工
業
の
事
に
習
熟
せ
ざ
る
が
故
に
手
工
業 

し
て
、
特
殊
の
利
«
を
有
す
.る
永
績
的
圓
體
ビ
し
て
の
：|
,
に
關
す
る
其
*g

を
行
は
ん
が
た
め
に
八
名
の
助
役

Y
e
o
m
a
n
r
y

に
前
者
は
何
_
の
關
係
も
有
せ
な
い
の
で|

 

(
a
s
s
i
s
t
l
>

を
任
命
し
た
。
同
一
の
樂
態
は
多
く
の
叫

;

.
' 

.

.

.

. 

, 一

：

.

.

—

•

あ
る
。斯
る
變
遯
0
最
も
完
全
な
る
®

^
はc

l
o
t
h
w
o
r
k
'

の
組
合
に
於
て
も
生
じ
た
所
で
あ
る
。
斯
ぐ
短
き
年
月 

:

:.
, e

r

組
合
0:Court B
o
o
k

 

-に
在
る
o
:即
、：一

五
;®
三

年\

の
間
に
生
じ
た
る
此
大
變
化
は
取
に
興
組
合
に
於
け
る 

:の
.記
事
に
よ
り
、
(l
)
Y
e
o
m
r
y
:

が
：1
般
に
巡
囘
職
人
_

富
の
急
激
な
る
增
加
の
表
徵
た
る
の
み
な
ら
中
、
又 

ょ
b
、
組
織
さ
れ
し
こ
ビ
、
及

(2
)
他
に
は
、
唯

小

象

提

domestic 

system 

.の
完
全
な
る
勝
利
を
示
す
"
前
に 

(householder 〕

た
り
得
た
ん
者
を
则
員
に
有
せ
し
こ
ご
常
裕
な
る
親
方
H

E
に
し
て
又
商
人
な
る
も
の
に
よ
り 

を
知
る
を
得
る
。
同
記
事
，に
4

8
日
3
^
を̂
巡
囘
職
人
.

て
滿
さ
れ
た
る
同
組
合
の
首
腦
部
は
今
や
、
殆
ど
全
{

.
: 

第
十
七
卷(

八
一
五y

:

雜
ム
錄
：チ丄！ド产、スチユア

1
ト
兩
朝
1
1於
け
各
エ
業
政
策 

i
敏

S

H



紙
十
七
怨(

八|

六)

雜

錄

，
チ
：T

ドV
*

ス
チH

ァ—

ト
兩朝

！. 1

於

け

る

エ

業

政

浪

第

五

號

一

.四
四

工
業
に
關
し
て
货
際
的
知
識
を
有
せ
次
る
商
人

‘階

級

親

方

3:
匠
に
ニ
名
の
徒
弟
を
制
限
す
る
の
規
則
は
1

股

(
r
o
m
m
l
s
s

o-n 

agents 

及 

Merchant 

e
m
p
l
o
y
e
r
)

に 

よ
つ
て
*
占
せ
ら
る
る
こ
ビ
、
な
つ
だ
。

(
U
n
w
i
n

 : 

industrial 

organisation 

in 

1
6th and 

1
7th Centuries, 

p. 

1
0
3'p. 

1
1
2-

4
; 

P. 

5CO
-6
I
. Un

w
i
n
:

 

G
U
d
s

 

and 

r
o
m
^
a
n

ro
-
s of L

o
n
d
o
n

 

p 2

ハ
 i. 

p. 

2
2
7
-
p

SJ
3

I 

こ 

:
f 
V

へ
而
し
て
徒
弟

(apprentice)

»
傭
数
に
關
す
る
問
題
は 

-

常
に
家
內H

業
に
於
け
'る
最
重
要
な
る
問
題
で
ぁ
る
o 

小
R
1M
は
其
階
級
の
一
员
ビ
し
て
制
限
に
賛
成
し
、
巡 

囘
職
人
の
利
钱
も
亦
强
く
同
ー
方
向
に
在
る
。
而
も
常 

に 
>
.
寓
裕
に
し
て
進
取
的
な
る
親
方
3:
眩
の
、間
に
は
、

1

而
に
は
自
己
の
W
業
を
m
大
せ
ん
が
れ
め
：に
、
又
低 

廉
な
る
勞
働
力
を
#:
ん
史
す
る
の
願
望
よ
b

u
て
、
許 

さ
れ
代
る

數
よ
り
以
上
の
#

弟

を

：
抱

べ

：
、

或

は

徒

弟

に
 

非
ざ
名
少
年
を
さ
へ
扉
ふ
の
傾
向
が
ぁ
つ
た
。
或
職
業 

の
小
親
方
工
匠
が
强
カ
に
m ;
織
が
ら
れ
し
時
に
は
、
各

に
實
行
せ
ら
れ
た
る
も
、
決
定
的
權
ヵ
が
商
人
階
級
の 

.

掌
中
に
歸
し
れ
る
®
合
に
於
て
は
此
制
限
は
、
工
匠
の 

利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
た
る
他
の
も
の
^
共
に
屢
-
大 

|
:

歷
主
に
ょ
づ
て
無
視
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

:

さ
れ
ば
ロ
ノ
ド
ン
に
於
て
冼
張
エ
及
仕
上
エ
等
の
エ 

E
が

nIotllworker

組
合
の
役
員
會(court)

に
徒
弟 

■の
數
の
.制
K
及
仕
上
げ
ざ
る
織
物
の
輸
出
を
禁
キ
る
法 

,
律
の
_
行
を
求
め
た
^
も
、
之
等
の
要
來
を
容
る
、
に 

.
は
ニ
個
の
重
な
石
障
害
が
あ
つ
れ
。
第
一
に
は
組
合
の 

.:

權
カ
は
制
限
せ
ら
れ
て
居
た
こ
ヒ
で
あ
る
。
其
袓
へ
ロ
員 

,
に
對
し

て

は

大
權
力
を
有
し
、
.或
程
度
ま
で
該
都
市
K 

1
に
あ
ら
ざ
る
者
及
外
國
人
に
及
び
允
る
も
、
他
の
組
合 

の
自
由
民
に
し
て
彼
等
0
業
を
行
べ
る

者
に
對
し
て
其 

權
カ
は
不
明
瞭
に
.し
て1

般
に
巧
に
阻
止
せ
ら
れ
#
た 

の
で
あ
る
。
殊
に
ロ
ン
ド
シ
に
於
て
は
一
般
に
^
^
八
1:
1 

_

k
組
合
員
た
る
資
格
あ
る
市
民
ば
、
若
其
利
-益
な
り
ご

見
6'
f s

ら

ば
、
他
.の
組
合
^
.業
を
' 

營
{/
:
お

妨

げ

得

ざ
 

f

0'
習
，慣

でぁ

つ

た

。
.

#

^

^

の
.
«
方

1

匠

及

®'
# 

:(W

w-rde
n
}
:

ば

其

樂

を

營
&'
總 

>
へ
!1
:
の
者
を
臨
檢
す
る 

.
の
權
利
を
主
張
し
又
其
權
力
に
.反
抗
す
る
者
を
罰
す
る 

:

實
カ
を
有
じ
方
る
も
而
も
興
權
办
の
限

混

は漠
然
た
る 

名

に
し
て
屢 

> 有
_

る

外

：部

の

者

に

：
よ

：
つ
：
て

.*
親
 

せ
ら
れ
れ
？
例

令

：工ダ
ザ
べ
：ス
：办
時
代
に
織
物
業
.に
大 

な
る」

利
窖
を
有
す
ヶ
大
細
合

は
*
數
上
¥

卞
ら
はS

。 

即 

c
l
o
t
h
w
o
r
k

.a>
r

la
合

、Draper 

.紐 <&;: Merchant 

.
1
^
1
0

「

組
合
擎
に
し
で
何
れ
む
其
龙
配
者
は
商
人
階
級
，
 

で
ぁ
.つ
忆
。
之

箏

の商
人
階
鏃
成
其
裳
觀
の
良
然
赖
櫥 

:

大
に
よ
：̂

て

共

通

の

.範

域

に

齎
ら

ざ

和

、

.
一
の
.
職

業

ビ 

他
の
職
業
に
從
ふ
商
凡
を
_
0'
る
障
壁
は
；絕
^

^

^
 

し
行
く
0'
傾
ぎ
が
ぁ
ク
た
の
で
ぁ
る
。

■，散1

l
a
e令
.
rt
o-
u
r
t 

of 

Assistant 

'
が
若
ん
ば
出 

來
#
を
に
し
て
も
、
H

E
I4
よ
.つ
'
.て
求
.め
ら
れ
抬
る
黹 

を
S

各
を
喜
ぼ
な
い
o
赢
^-
都
嵌
ル
^
於
分
る
33
底
0

.

I

活
動
を
抑
制
し
> 
其
數
^
制
限
す
る
は
諸
姐
合
中
の
支 

M

的
豳
體
^
る
商
人
及
«
主
等
の
利
益
マ」

す
る
所
で
な 

い
。
M
合
の
ま
K
者
，の
利
益
は
：1-
業
的
た
る
ょ
り
も
多 

く
商
業
的
の
も
の
で
あ
：つ
た
。
例
令
ロ
ン
ド
ン
に
就
て 

,人
ロ
の
移
動
，を
見
る
も.第
十
四
世
紀
及
第
十
2£
世
紀
を 

'通
じ
て
、
.ロ
ン
ド
シ
市
內
に
於
て
店
鋪
を
開
き.得
ず
、 
「

其
商
：品
：の
販
賣
を
專
ら
都
市
の®
人
に
.賴
れ
る
龠
し
き 

T

E
の
絕
え
ざ
る
市
外
移
住
が
あ
つ
た
。
其
ブ
«
_
な 

る
强
き
庶B

は
低
ぎ
地
代
を
追
求
せ
る
こ̂:
で
，あ
る
◊ 

最

早

s
h
o
p
k
e
e
p
e
r

 

.た
る
I
を
失
：ひ
た
る
X

E
は
都
市 

の
內
に
住
む
の
耍
も
な
ぐ
、
束
住
む
に
堪
え
得
な
か
つ 

た
。
..版
移
住
は
^
^
に
於
げ
る
商
人
皮
カ
眩
ビ
の
利
寄 

の
.杆
格
を
大
な
ら
し
め
る
も®'
で
あ
つ
た
。
M
に
之
等 

の
.移
佳
民
^
他
.方
ょ
り
の
來
住
者
.に

ょ

..つ

て

，
邾

數

を

樹
 

し
れ
。老
等
，の
，地
方
人
，パ

f

o.neigner )

は

H
e
r
t
f
o
r
d
s
M
r

作
，
 

E
s
s
e
x
;

內
rt
>
i
^

S
u
r
r
e
y
,

l^
Da
-pu
l
e
s
e
x
,

或
は
觅
に
^

^

^
 

1

#
州
1

り
來
住
し
7,
2

"

«之
、
旣
に
早
く
よ
h
英
國

.奪

七

#

.(

八
'
.
1沒

ン

.

¥
m
‘
 

_

M

s

 

I 
璧

-
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1
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、

ス
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チ
土
ァ
|
.
ト
兩
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1
1
於
け
る
ェ
_
政
策 

第五縱一四六

.產
業
，に
'多
大
0
貢
献
を
な
；せ
る
外
國
人
の
來
住
は
萁
數 

絕
.え
ず
：增
加
し
た
。|

五
六
三
年
に
於
て
Q
t
y
w及 

Westminster; 

so'uthwark 

.に
於
け
る
外
國
人
は
四
.五 

.
兰
四
.人
ビ
箅
せ
ら
れ
：作
。
以
上
之
等
の
都
市
外
に
於
け 

る
：1:
:

^
ょ〜

低
廉
な
る
1勞
_
を
.得
る
こ
す
は
都
市
內
に 

於
け
る
商
人
の
利
益̂

す
る
所
で
あ
つ
た
。
斯
く
て
第 

:■
:
十
六
世
紀
中
葉
に
於
け
る
.エ
業
組
織
の
適
贬
的
狀
態
^

一
於
け
る
諸
間
題
の
根
源
は
エ
業
地
域
の
熵
大
、.エ

眩

及
.'
,: 

商
人
：の
職
分
の
分
離
、

：

及
今
や
，

1

般
的
ビ
な
^v

つ
V
あ 

る
大
な
る
生
産
方
法
に
對
ず
る
ク
ラ
ろ
ト
組
織
の
不 

適
當
な
る
こ
:̂
等
に
：存「

じ

れ
0
で
あ
る
0 x

CJn
w
i
n

 : 

Industrial 

Organisation 

p, 

1
17

. 

1

2
00
5
^
. 
1
0
6 

Gild 

a
n
d

 

c
o
m
p
a
n
i
e
s

 

で
.
2
5
5

 

p. :2
5
r
p
.

 

2
4
5
)

： 

-

六 

，

.卜

.

」

:

:
英
國
產
業
史
上
、
著
名
な
る
キ
リ
ザ
■ベ
ス
即
位
第
五 

牟
.(

一
六
S
一
 

一
 

S
 ;

の
®1

1

囘
.國
會
が
可
決
せ
る
娘
の
。
 

Statute 

of ArtiEceirs

は
斯
く
の
如
き
過
渡
的
時
代
に

出
現
し
た
る
も
の
で
あ
る
；。

\
此
條
令
の
含
む
所
は
敢
て
新
奇
な
る
も
0
に

#
t
€

,

:

雖
も
此
條
令
が
前
代
に
行
は
れ
た
る
翁
地
方
又
'は
或
職 

槳
に
限
ら
れ
^

る
、

H

ド

て
ー
ド
三
世
め
時
代
ょ
卩
以 

|

後
其
數
三
十
九
に
達
す
る
諸
法
制
ぞ
異
.る
所
ば
、
興
從 

來
.の
®
驗
に
鑑
み
て'其
探
る
ベ
き
所
^
捨
づ
ベ&
所
ビ 

を
取
捨
し
、
都
鄙
を
問
は
中
，
最
良
な
る
一
法
典
の
下
に 

歸
さ
し
め
、
以
て
農
、H
S
'商
'の
總
ベ
て
の
產
業
生
活
の 

各
班
、
各
階
級
の
諸
關
係
を
制
截
じ
、
當
時
の
特
殊
的
事 

,
y情
の
下
に
於
け
る
諸
困
':難
に
靡
じ
、
併
せ
て
產
業
の
國 

家
：的
制
規
の
だ
.め
の
永
久
的
機
關
を®]
設
せ
ん
ミ
せ
る 

-.も
の
で
あ
る
。
，
例

令1.

五
五
：五
年
に
制
定
せ
ら
れ
た
る
： 

へw
e
a
v
e
^
A
c
t

の
如
き
.も
其
關
す
る
所
は
織
物
製
造
に 

關
す
る
：も
の
に
艰
ら
れ:>
:_
適
用
陡
域
の
限
定
せ
ら
れ 

居
る
.乙v
は
旣
.に
述
べ
た
る
が
如
-
で
あ
る
。

^
| 8

さ
れ
ば
國
民
經
濟
の
觀
念
ば
此
所
謂
、
徒
弟
條
令
に

::

於
て
明
に
表
は
る
る
所
に
し
て
、
旣
に
從
來
行
ル
れ
來 

丨れ
る
’
方
法
を
過
去
の
經
驗
に
服
し
て
、

':

チ
'ユ
I
ド
ル 

王
政
が
有
す
石
三
大
機
關
即
議
會
、，
.樞
密
院
ハP

#

 

c
o
u
n
c
3

 

治
安 
M
事

(
J
u
s
t
i
c
e

s.
S*
G
 

A

に
ょ
つ

て
佥
國
に
亘
つ
て
單
ズ
の
條
令
を
以
て
經
’濟
生
活
に
統 

1

を
潇
ら
さ
ん
，J 

e
を
期
す
る
.
Vの
で
^
る
。
即
先
き 

に
ゾ
ム
.バ
ル
ト
が
擧
げ
た
る
.語
を
以
て
す
れ
ば

.
m
e
n

Et.eruns

•
及 Unifizierung 

t を
其
目
的
ビ
す
る
も

-
• 

• 

• 

•
. 

. 

.
、
• 

，
：
 

• 

' 

-

の
I

つ
た
。(

p

l

g

f
 

: 

G
i

b

 

of E
n

l

 

Industry 

a
n
d
r
o
m
m
e
r
c
e

 

v
o
l
i
i
d
.

 

2
5
. 8. 

U
n
w
i
n
:

 

Jncmstrial 

Organisation p. 

J300
-0)

故
に
同
條
令
の
前
文
に
謂
.ふ
。

現
在
猗
、
：農
業
及
種
.*な
る
他
の
職
業
に
於
け
る
徒 

弟
、
雇
人
及
勞
働
者
に
關
す
る
多
數
の
法
令
行
は
れ
居 

:
るも

"
：

1
部
は
該
諸
法
令
の
識
»

_
於
け
る
不
備
^
矛 

盾
€
の
た
め
及
其
多
種
多
樣
に
し
て
又
多
數
な
るM

J

の

' 

た
め
及
虫
^
し
て
該
諸
法
令
の
多
く
に
於
て
限
定
せ
ら
. 

第
十
七
怨(

八一

九〕

れ
た
る
賃
鐵
及
給
與
が
各
地
に
於
て
物
偾
の
騰
貴
に
比 

し
て
餘
リ
に
少
忙
過
ぐ
る
が
た
め
に
、
該
諸
法
令
は
贫 

し

&
勞
働
者
及
被
傭
者
の
最
大
の
不
幸V 」

負
儋
な
く

し
 

て
は
圓
滑
に
適
法
の
實
施
を
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

j

該
諸
法
令
は
其
制
定
の
時
に
於
て
は
極
め
て
適
當
、
有 

|  
,利
な

b
ビ
考
へ
ら
れ
、
其
若
干
は
今

H
も
尙
有
利
適
當 
j

な
れV 」

も
、
若
し
該
諸
法
令
中
存
續
せ
ら

る

る

を

»

1»
> 

一
な
す
る
も
の
の
內
容
を
輯
集
し
て
取
一
の
法
，に
收 

め
、
同

.一、
一
律
の
命
令
に
於
て
律
せ
ら
る
る
な
ら
ば
、
 

.其
同
法
令
が
、
適
當
に
實
施
せ
ら
る
れ
ば
、
怠
惰
を
斤 

け
農
事
を
進
め
、■被
傭
者
に
對
し
て
は
、

.飢
®

の

時

並 

に
豐
年
の
時
に
於
て
適
當
の
割
合
の
賃
銀
を
與
.ふ
べ
き 

一
に
到
るT

き
充
分
の
望
が
あ
る
。
依
て
、
從
來
制
定 

せ
ら
れ
た
る
該
條
令
の
中
、
雇

人(servant )

職
人 

(
w

o
r

k
m

a
n

)

工
匠
、
徒
弟
、
及
勞
働
者
の
雇
傭

、
t t 

持
、
解
傭
、
作
業
、
賃
銀
或
は
秩
序
に
細
す
る
も
の
は 

次
の
九
月
末
日(

一
五
六
三
年)

ょ
り
以

m
廢
止
せ
ら
る

第
3£
號一四七

雜

錄
，

チh

1
ド
が
、
ス.チ
ユ
7
1
ト
兩
朝
it
於
け
るH

紫
政
策



笕

十

七

验

ハ

八

ニ

〇

)

雜

.
錄
チ
ド
少
、スチ

H
T
1
> 兩朝

It
於
'ける，

H

議
策

.

.

.
S
E

ベき

'%

の
名

定
め

.2
>
.
•る̂
々
？
 

(
B
i
a
n
4

:
「
E
n
g
l
i
s
h

而

し

て

此

，新

に

.制

笼

ぜ

ら

れ

た

る

條

令

が

命

ず

る

所

の

».
な
.る
も
の
は
次
：の
諸
點
で
ぁ
る
0

:'
;

W

W

前
記
の
日
又
り
，以
後
、
何

人

も

I

简
郎
■左
り
少
な
^

期
間
、

'機 

.

■屋

c
c
ot

h
i
s

以
下
if
:®:
: 

0
1

十
九
の
職
業
を
鹖
ぐ

)

の
業
|:
.蒽

傭| 

!れ
、
勤

務

すt

か
’，ら
ざ
る.
、
ぶ」
0S
未
^
#
及
三
十
歳
以
下
に
し 

.

又
次
の
復
活
祭
後it結
婚
マ
べ
告
游
！

1

し
弋
或
職4»
修

業

し

或|1
三

.

.

雉
僩
以
上
孰
れ
か
の
職
が
行
へ

'.
る
有
卜
し
て
、+

地

其

他

の

ネ

励

逾| 

.k
:

て
¥

瓶
四
十
志
。
，励

產

卜

し

て

牟

撤

十

磅

に

値

す

る

慠

を

洧

乜

す

\

:

,
㈦

ズ
膜
槳
典
他
の
職
業
卩
從
球
せ
ざ
る
卷
は
他
人
の
需
に
職
じ
て
典 

:

修
漱
せ
る
職
に
厲
備
^

.

理
的
现
5
ぁ
り
て
背
蒽
に
許
さ
れ/:
ん
に
非
ざ
れ
ば
、
期
開
滿
了
前 

■:
に
、
廣
主
は
1[
八
か
放
遂
^
义
{1
本
修
令
1
1從
び
ズ
1

せ
ら
れ
?: 

.
る
鹿
人
は
魔
主
を
去
る
べ
る
ら
す
デ
期
間
滿
了
に
於
け
る
典
履
俯
解 

除
|1
典
期
間
の
四
分0
ー
前
の
：豫
赀
尨
く
し
て
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
.

と
0

(4
)

十
一一

歳
ょ
り
六
十
戠
ま
で
の
者
に
し
て

(3
)

の
場
合
と
興
り
、
又\

.
1定
0
资
産
な
き
者
は
農
槊|:
1撤
俯
さ
れ
從
祺
す
べ
含
こ2
0<5
)

右 

'.
.'
■
の
氍
業
及
或
職
に
從.旗
ぜ
る
潘
は
#
1
1證
明
な
く
;1
.
て
は
典
保
.留
潘 

:

.の
時
期
滿
,1
ヤ
る
も
、
最
後
|:
.勤

務
せ
るh

u
n
d
r
e
d

及
州
.4>
去
リ
.
 

て
他
の
都
市
又
は
州
に
於
て
勤
淡
彳
ベ
か
ら
す
0
(6
)
日
給
或
比
週
給 

に
て
鹿
傅
せ
ら-ん
る
ェ
匮
及
勞
働
潘
は
三
月
半
ぱ
ょ
り
九
月
半
ぱ
I:
,

:

5
八

到
名
.間
5±、
朝
五
時
或
は
五
時
前|:
始
槳
し
"
夜
、
七
時
.乃
至
八
陆 

4
作
業
す
べ
く
、

，
‘

.

伹
じ
食
雖
時
間

c

最
畏
合
計—*日
二̂
_
キ
か
超ゆる
ベ
か
ら
す

〕 

か
除
く
。
又
該
H

K

及
紙
働
游
は
九
力
中

It
.
ょ
り
、3ガ
平|:
到
る 

ま
飞
の
間|1
、
同
前
の
食
事
時
間
を
除
会
日
出
又
り

H

放
ま
で
作
業 

す
べ
く
、

作
業
： -!

就
か
ざ
る
$

J

各一

時
間
じ
對
し
、
其
の
貸
銀
ょ 

り
一
片
の
罰
金
を
控
除
し
て
支
拂
は
し
む
？

(7
)

各
縣
ハ

3 M
r
e
>

lc

於 

け
る
治
沒
判
琪
は
其
柳
限
.內

'
U於V、

及
典
州
の
知
祺
-

l

a

及 

或
都
市
！！
於
け
る
市
長
、
生
琪
及
他
の
有
司
は
來
る
六
^
十
日
以
前 

及
年
々
復
活
祭
後
、
初
め
て
、
或
ば
又
復
活
祭
後
六
週
間
內
の
適
.党 

■

の
時
に
開
催
せ
ら
る
べ
去
各
總
會

.
謂
に
於
て
、
賊
州
或
は
該
都
市
の 

適
當
な
り
と
考
ふ
る
主
，要

'
な
る
人'々
か
召
致
し
て
、
共
に
其
當
時
の 

」

豐
平
、
飢
餾
允
る
か
及
典
他
考
腐
せ
ら
る
ゐ
か
耍
す
ゐ
骼
事
惝
ド
關 

し
て
評
議
し
、
.
其
權
眼

内
！！

於
て
線
べ
て
の
エ
匠

•

勞
働
港
、雇
人
の 

總
べ
て
の
.

賃
銀
如
評
價
決
定
し
所
定
の
手
績

(

略
す

)

^
經
れ
る
後
來 

ゐ
九
月

1

日
以
前U
各州！ -

L
M

知
し
、
之
如
布
告
せ
し
む
る
。

(8
>
㈱
 

草
穀
物
取
鏺

時
！！

於
て
：各
色
の
治
安
例
辦
，及
臀
班
其
他

Q

液
司
は
必 

ゾ
要1.
:

職
じ
て
、
勢
働

L
L

適
す
る
線
べ
て
の
エ
跎
、
及
人
々
如
^
ズ
農 

‘

寄$■
•
-徵
集
す
る
、
5
。g

ニ
名
の
治
安
利
取
、
或
は
都
市
の
市
畏
或 

11
_
葙
罚
、
ニ
名
の
提
宠
役
、
長
考
役
な
吾
、時
は
ニ
名
の
撖
立
ズ
る
市 

民It
、
十
ニ
歲
ム
り
四
十
歲
以
下
の
婦
人
、
未
婚
！

-

1

し
て
勤
勞
せ
ざ 

■

石
時
は
、
適
當
匁
り
ミ
認
む
る
賢
銀
过
方
法

U

於
て
、
履
傭
勤
努
せ 

し
む
。
§
農
祺
琰
展
の
-?
:
め
"
及
徙
m
義
務
の
?;
め
、

i

u

t

x

Jbcon

io
日 ic 

History, 

Select 

D
o
c
u
m
e
n
t

 

D
vバ 

2

0

,

最
低
*
半

Pougllla 
ロ d (

六
〇
キ
1
ヵ
丨
1:
當
る)

0'
耕
地
^
有
す 

ゐ
私
は
呰
、
十
焱
以
上
十
八
锬
以
下
の
潘
少
く
ミ
も
ニ
十
ニ
歲

L1

到 

石
ま
で
、
或
は
當
银
者
の
合
意l:
i
リ
ー
一
十
四
歲
ま
で
徙
弟

w

ガ
イ
.
 

、5

‘
得
べ
し
0
11
)
家
辱
レ
し
て
小\く
と
も
ニ
十
四
駿
の
#
、
自
治 

都
市
ぃ(city:, or t

o
w

 
ロ
. corporate〕

U
住
，み V..

或
^
.エ
職
^
徵
む
源 

は
次
のS

t,John Baptist

祭
I以
後
，
農
事
に
從
祺
せ
す
勞
慟
漭

II. 

| 

:
.非
す
し
て
、
同
都
市
或
は
他
都
市1
1住
む
自
凼
戾
0
子
弟
か
預
り
て 

徙
第
ミ
な
す
か
得
べ
く
、
徙
笫It
ロX

ド
ノ
の
智
慣
U
從
ひ
、
最
短
七 

邮
憫w

し
、
此
独
弟
年
期
は
徒
笫
が
少
く

w

も
ニ
十
四
歳
に
達
せ
ざ；
’
 

る
a'
前
ス
樹
T.
t
ベ
^:
ら
す
。
但
し
自
治
權
な
き

marcket 

t
o
w
n

 

な
る
所
の
同
上
の
潘
は
同
一
，或
は
同
縣
：

(SHre〕.

內
の
他
の
市
^

^

■■
m

u
住
む
エ
1M
の
平
弟
は
同I

方
法
|-
て
徙
笫
ミ
尨
す
か#
べ
し
0
''

12
)

忸
し
自
が
都
市
1:
住
む
輸
出
間
>

絹̂
^

、̂
織
物
彻
、金
眩
、鏃

」
.

商
、
；縫
箔
商
或11
_
物
を
製
造
せ
し
め
て
販
资
す
み
機
域|1
自
已
の
.
 

字
か
或
は
典
ハ
久
又
は
母
が
少
ぐ
ミ
も
年
額
四
十
志
1
1値
す
る
相
績
財： 

鹿
、
.域
は
仳
■
財
.産
の
土
地
其
他
の
不
動
產
か
有
する卷
に
.非
ざ
れ」 

.ば
、'徒
笫
又
は
11
-
人
ミ
な
し
て
其
職
今
修
版
せ
し
む-3
は
不
法
众
り
。| 

(

市
#g

市
に
於
て
v
#
v
l
i
噺
1-
しV

、

唯
財
産
賢
格
を
年
娥
三
十 

志

，̂
>
5
.の
み
^
り
。

)

§
右
，の
11
)
:
|、.の1

『

項
0
规
定
は
鍛
泊
エ
及 

其
他
0
,
#に
定
め
ら
れ
わ
る
職
粱

(

釣
ニ
十
四
>じ
は
適
用
せ
ザ
、
之 

筝
の
瞰
如
行
ふ
漪
は
右
の’如
音
土
地
‘
紕
他
ゆ
財
產
的
資
格
か
戬
け 

す
。
£
;次
の

，五

月i
‘日
ょ
り
以
後
、
：現
在
適
法
、に
職
^
歓
み
居
る
教 

の
外
、
現
冻
ゲ̂

贷

喂

‘及W
a
l
e
s

領
內
に
於
て
行
は
る
る
職
槳

か
前
：記
の
方
法1-
て
徙
弟
ど
し
て
少
ぐ3
も
七
年
間
修
缴
ぜ
す
し
て 

锉
む
は
.不
法II

し
て
、
又
現
^
職
人
な
ら
ざ
ろ
港
を
、
前
記
の
如
き 

徙
珞
な
リ
し
か
、
或
は
祉
弟
を
修
業
し
て
巡
间
職
人
ミ
な
リ
或
は

1
 

年
定
め
1
1て
履
傭
さ
る
*
!
1ぁ
ら
ざ
れ
ば
斯
^
職
に
就
か
し
む
る
は 

不
法
^
り
。
1G
)
C
U 日 berland, Westmoreland, Lancaster 

及 W
a
l
e
s 

に
住
む
卷
の
外
、
毛
織
物
の
織K
ll
、
自
已
の
子
か
又
は
年
妞
三
磅 

に
値
す
ゐ
土
地̂

洧
す
5
卷
の
子
|:
非
ざ
れ
ば
、
徒
菊
ミ
し
て
典
業
、
 

4*
修
得
t£
し
む
べ
か
ら
す
。1C
)

0
0臣
日ak

e
r

洗
艰
エ
、
仕
上
エ
、
織 

仕
立
エ
、
靴
眩
の
職
に
て3
名
の
徙
笫
か
有
マ
べ
合
葙
は1
名
の 

巡
间
職
人
か
有
す
べ
吾
も
の
ミ
す.°
徙
弟
三
名
か
超
ゅ
る
一
人
锦I- 

巡
间
職
人
各
一
名
か
增
す
べ
し
。
仲
若I
•何
人
か
、
少
く 
€ 

t
中 

ploaghlaad

の
耕
地
^
有
す
ゐ
家
長
^
I
リ 
< 
徒
第W

な

^
'
又

農

琪 

或
は
其
他
の
前
記
の
職
業-し
励
极
マ
る
こ
と
、
求
め
ら
れ
、
之
を
拒 

.む
時
は
、
其
州
の
治
安
判
祺I-
對

す

る

典
1

0

 k
e
e
p
e
r

の
訴
、 

都
市
1
1於
け
る
家
長
の
市
畏
其
他
の
有
司
じ
對
す
る
訴
|:
毛
つ
て
、 

治
安
^
祺
"
市
長
典
他
の
有
司
は
祖
め
る
潘
か
召
喚
し
得
る
榴
能
な 

有
し
、
典
職
に
徙
第
と
し
弋
勋
務
す
ゐ̂
適
常
苁
”
ミ
信
す
れ
ば
、 

之
を
行
は
し
め
、
其
他
親
方

w

徙

珞

の

間

の一

切
の
爭
謅
の
裁
決 

の
任
に
當
る
。18

)
二
十
一
歲
以
下
の
葙
じ
非
ざ
れ
ば
本
條
令
じ
ふ
り 

V

徒
弟
勋
務
I:
入
る
^
强
制
せ
ら
れ
す
。
19

)
木
條
令
が
時
々
党
全
に 

贤
施
せ
ら
れ
ん
が
れ
め|:
各
州
の
治
安
判
琪
及
都
市
の
市
拣
茈
他
の
ノ 

有
司
は
#
年
、
聖
ミ
ヶ
V
祭

(

九
月
二
十
九
S
 

2躲
督
降
誕
祭
の 

間
及
通
吿
酣
Q
1月
'ニ 4

-
M
S

ミ
聖
ョ
ハ
.ネ
誕
生
祭(

六
刀
ニ
十
四

第
十
七
卷

(

八
一
ニ

〕

雜

錄
.
チH
1F
>V

、
ス
チ
丄
.
；ァ
，丨
>

兩
朝
に
於
け
る
エ
業
救
策
第
丑
號

1

四九



第
十
七
卷

(

八
二 
ニ〕

雜

錄

チ
丄
丨
？
少
、
ス
.チ
丄
-7
1

ト
兩
朝
|-
於
け
る
エ
業
政
策

B)

の
間
に
本
條
令̂

^
班
各
項
及
其
施
行11

つ
い
て
f

精
細
の
：
'

密
货̂
遂
げ
、
.其
不
履
行
を
嚴

1
1|1
し
則
マ
る
こ
ぜ0

-:
右
0
諸
»

は

本

條

令

の

主

要

な

る

諸

規

定

の

槪

略

に

-:
:'
:
ヅ 

し
て
、
其
他
に
尙
種
々
な
る
規
定
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

遮
莫
、
本
條
令
の
諸
规
足
の
中
、
最
も
重
喪
な
る
部

分|

は
疑
も
な
く
、
徒
弟
に
關
す
る
規
定
及
賃
銀
に
關
す
る
.
.

)

親
定
で
あ
る
。
 

一
 

,
而
し
て
、
本
條
令
が
其
當
時
の
經
濟
生
活
に
幾
何
の 

影
響
を
與
へ
た
る
も
の
な
ヴ
や
は>
:次

：
い

て

當

然

生

ず
 

べ
き
問
題
で
あ
る
？

^

^

^

:
?:
!

^
^:」
^

^

^

^

?

^
 

w
m
s
: 

Jc,ngli& 

T
r
a
d
e
a
n
d

 

F
l
s
n
c
e

p

7
6
-7

ン 

一

第
五
號

g

誌雜會學田三

m 轉 禁

號S 第卷七十第

m京
市
纥
區
三
田1  
一丁
目1

畨
地
慶
臌
篯
熟
內I

卿
浦
餘
，江
田範
保

柬
京
市
赤
坂
圆

.新
町
東
丁
自
四
十
1
1番
地

'
 I  

j

印
刷
者
金
子
鐡

 

'五

郎

一  

j

柬
京
市
弥
坂
區
新
町
玉
丁
目
四
十
ニ
番
地I

印刷所

：

金子活版所

鏐
一
册
定
價
金
五
拾
錢
郄
槐
金
成
錢

I  

⑩夺
ヶ
年
分
金
戴
圓
九
拾
錢
ー

0 

 ̂

0 

•

1
ヶ

，年

分

金

五

_

四
拾
錢
ー 

一

‘
編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る一

切
の
用
件
は
發
行
所
宛1 

®

營

業

に

關

す

石

用

件

は

發

賣

元

宛

J 

©
原
稿
締
切
期
日
は
發
行
の
前
月
十
日
限

,
 

一i

毎

月

一

問一:

日
發
行】

: 

'

東
京
市
芝
區
三
田
貳
丁
目
壹
番
地

發
賣
元
丸
善
株
式
會
社
三
田
出
張
所

I
I

鑄
尙
ほ
本
誌
は
全
國
谷
市
雜
誌
店
に
て
販
賣
す
 

I

發
行

所

1 |
1 |
_

理

財

學

#.

】

.

.

r 
.

.

.
_
_
_
_
,
,
l
i
l
r
.
L

_

>
•'»
.
- 

，
.
.
-
.
.
-

|-
:
に
-
V 

-
. 

■

il
r
.
i
.
l

j'
.
f 

.

j  

'
論

說
 

A 

一
合
衆
國
豫
算
決
算
制
度
の
改
茈 

，堀
江

;'
:歸1.

:' 

:
«
遒
經
營
の
獨
占
的
傾

_
に

就

て

‘

:.
.:增
井

：：
幸

雄:: 

«
會
主
義

S
國
家(

三
>

，小

泉

信

三 

;
近
世
賢
本
主
義

£
姬
民
經
濟(

四)
£

部

(

秀
助
に

::
獨
逸
賠
償
問
題
の
經
過

;

池
田
：

.龍
著

，;

カ
.ロ
リ
ン
•
.フ
'オ
ツ
ク
.
.ス.女
史
と
ジ
.
.ヨ
シ
'®.:......ゾ

,
ス
チ
ュ
ァ
一
ト

*ミ
,(

ニ)  

榻
本
鑛
治 

社
#:
思

想

象

ど

し

て

の

ジ

ョ

V

•
ラ
ス
キ
ン

-\の
坐
涯(

最

•'へ

：，

い
'
.
ン

.:.
奥
井
復
太
辦

^

.

.

.

.

.

.

、チ
'ュ.
1
.ド：ル
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ス
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ュ
ァ
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に
於
け
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H

業
政
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木
毒
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「

人
1:
!
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«

學
風
想
0
上
ツ
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:
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:
.へ
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^
^
 ̂

1

.;:/: 

' 

:消
潰
組
合
の

_
费

节

>
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人 

新
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a
紹
介

谷

a
彌
五
郞
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ァ
ダ
ム

*ス
ミ
ス
の
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「

經
濟
忍
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高
橋
誠
一
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